
2017 年 4 月 11 日実行委員会	ニュースレター2 号 

第５４回	 民放労連全国女性のつどい	 in	 京都	

女子力ってなんどす～？？ 	 	

はんなり京都で考えましょ！！私たちの働き方	 	 	

～明るく元気に暮らすために～	
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	 	 今回は、初日に予定しています分科会の講師のみなさんをご紹介！	

	 	 多岐にわたるジャンルの講師の方々にお越しいただき、講演というよりは、みなさんに

参加していただく双方向的な会になればと思っております。難しい選択になるかもしれませ

んが、ご興味のあるテーマをひとつお選びください！！	

	

	

	

	

	

テーマ	 「食べることは生きること～どんなときでも生き抜く力を～」	

坂本	 廣子さん（料理研究家・キッズキッチン協会会長）	

	 「台所は社会の縮図」として、食育、介護、防災、食の村おこしなど、広く問題

解決に取り組む社会派料理研究家。阪神淡路大震災に被災し、その経験をもとに台

所からの頑張らない防災を紹介されています。地震のみならず、災害大国と言われ

る日本。いつ何時自分の身に災害が訪れるか予測できないからこそ、事前の知識が

大切です！！日々の時短術になるかもしれません☆ 

テーマ	 「仕事も、家庭も、子育ても。夫婦の育児最前線」	

小崎	 恭弘さん（保育学者・大阪教育大学准教授）	

	 西宮市で初の男性保育士として１２年勤務、家庭では３児の父として３回とも育

児休暇を取得。“父親であることを楽しもう”を旗印に父親支援事業を展開する『フ

ァザーリングジャパン』の顧問を務め、社会全体で父親の積極的な育児へのかかわ

りを推進する「イクメンプロジェクト」を共催。	

	 「イクメン」という言葉が流行して久しい今日この頃。でも、まだまだ女性だけ

が頑張っている気がするのはなぜ？	

テーマ	 「賢い女性の未来投資～家計にも働く女性の強みを活かそう～」	

前野	 彩さん（ファイナンシャルプランナー）	

	 中学・高校の保健室の先生から、結婚、退職、住宅購入、加入保険会社の破たん

を経て転身。「お金のことは難しい」「勉強するのは面倒くさい」とあと回しにした

ことで失敗した自らの経験を基に働く女性や子育て世帯がムリ・ムダを脱して賢く

お金と付き合う方法を伝授してくださいます！！	

	 政府任せにしている時代はとうの昔。働く女性にはかかせない知識が得られるこ

と間違いなし！実践形式での講義を考案していただいています。	
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申込期限は４／２８（金）	

お申込みはこちら	 ⇒	 http://www.minpororen.jp/women/  

女性組合員のみでなく、男性組合員の参加もお待ちしています	

テーマ	 「折れない心の作り方	

～心身ともにお疲れ気味の貴方に、心のほどき方教えます」	

関根	 友実さん（臨床心理士・元朝日放送アナウンサー）	

	 1995 年朝日放送に入社。女性で初の高校野球実況を行うなど、アナウンサーと

して活躍する一方、幼い頃からの重度のアレルギーに悩まされ、壮絶な闘病生活を。	

	 妊娠を前に医師から告げられたのは「仕事か出産かの選択」。一生の仕事だと考

えていたアナウンサーを辞めることに。。。その後、無事出産し、産後に患者に寄り

添う臨床心理士と出会い、自らもその道を目指されました。	 自らの経験を基に、

心身ともに健康で楽しく生きるヒントを教えていただけます！	

テーマ	 「ジェンダーについて考えてみませんか	

～メディアにみるＬＧＢＴ表現」	

仲岡	 しゅんさん（弁護士・トランスジェンダー）	

＆村木	 真紀さん（虹色ダイバーシティ代表）	

	 「その仕草、オカマっぽい。そっちの気があるんじゃない？」	

場を盛り上げるつもりで言っている人いませんか？この発言、性的マイノリティ

ーの人たちにとっては心が凍りつく瞬間です。	

特にマスコミは「同性愛は禁断の愛」「病気」「変態」等といった否定的な情報を

流布し、そのために性的マイノリティーが家庭や学校で日常的にからかいの的にな

っているのも事実。カミングアウトするかどうかは個人の選択だが、カミングアウ

トを難しくしている。	

影響力を持つマスコミだからこそ表現の在り方を通じて、マイノリティーでもス

トレスを感じることなく暮らせる社会を考えませんか？	

【つどい会場】	

京都市男女共同参画センター「ウィングス京

都」（地下鉄烏丸御池駅または四条駅、	

阪急烏丸駅下車徒歩約 5 分）	

【交流会場】	

旅館	平新	

(地下鉄四条駅	 徒歩 3 分	

／つどい会場からすぐ！徒歩 1 分)	

 

【参加費】	
	

全日程参加	 	 	 	 	 :16,000 円（交流会費含む）	

全日程参加	 	 	 	 	 :11,000 円（交流会含まず）	

１日目と交流会参加	 :13,000 円	

１日目のみ参加	 		 	:	8,000 円	

交流会と２日目参加	 :	9,000 円	

２日目のみ参加	 	 	 :	4,000 円	

 


